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百数 10年に 1回の津波の水位:約 9m
数 100年""""'1000年に 1回の津波の水位:約 18m




築の住宅の耐周年数が 40""""'50年であることを考慮すると，百数 10年の間に住宅を 2""'3回建て
直すことになるので，住宅の被害をそれほど深刻に考える必要はないと言える。
なお，防潮堤の高さを 12.5mとする場合には，百数 10年に 1回の津波に対しても被害はない
と言える。この場合でも，数 100年""""'1000年に 1回の津波に対しては，検討されている範囲の
どのような対策を取っても，住宅を失うことになると考えられる。
上記のような考察に基づくと， 5.2.2において述べたような「人命」を守る対策を充実したもの
にできれば，希望しない市民が高台に移転する必要はないのではなし、かと考える。さらに，住宅
以外の庖舗や事務所などに関しても同様に考えることができる。
以上のような考察に基づくと， r人命」を守る対策を充実して，総合的な安全性を確保しつつ，
平地の有効な土地利用を進めることが重要であると言える。
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